
問1）

（資料1）本支店決算整理前残高試算表

（資料2）決算整理事項

①

②

③

④

解1）
（単位：千円）

Ⅰ　売上高

Ⅱ　売上原価

1　期首商品棚卸高

2　当期商品仕入高

　合計

3　期末商品棚卸高

　差引

4　商品評価損

　売上総利益（注）

Ⅲ　販売費及び一般管理費

　営業利益（注）

Ⅳ　営業外収益

Ⅴ　営業外費用

　経常利益（注）

（注）損失の場合は、該当金額に△印を付けること。
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　本店から支店への売上は、25％の内部利益が加算されている。

　棚卸減耗損は、営業外費用に計上し、商品評価損は、売上原価の内訳科目とする。

本支店合併損益計算書

自20×2年4月1日　至20×3年3月31日

　本店の期末商品棚卸高

帳簿棚卸高：　100個 原価：　＠155千円

実地棚卸高：　95個 正味売却価額：　＠145千円

　支店の期末商品帳簿棚卸高は、原価12,360千円であり、うち外部仕入分は、帳簿数量15個、実施数量も15個、原価

200千円である。また、本店仕入分は帳簿数量48個、実地数量45個、原価？千円である。なお、正味売却価額は、外部

仕入分が140千円、本店仕入分が135千円である。

225,970 101,680 225,970 101,680

営業外収益 800 -

営業外費用 2,600 150 支店へ売上 54,000 -

販売費及び一般管理費 14,400 4,500 売上 102,950 60,000

本店より仕入 - 54,000 本店 - 34,120

仕入 110,000 20,000 繰越利益剰余金 11,070 -

支店 34,120 - 資本金 30,000 -

固定資産 20,400 2,100 固定負債

10,730 繰延内部利益 950 -

繰越商品 14,800 10,200 流動負債 11,200 7,560

15,000 -

本店 支店

点数
点/100点

　星稜製菓販売㈱の次の資料にもとづいて、解答用紙の本支店合併損益計算書を完成させなさい。なお、当期は20×3年3月31日を決算日とす

る1年である。

本支店残高試算表

20×3年3月31日 （単位：千円）

その他の流動資産 29,650

氏名

借方科目 本店 支店 貸方科目


